
備えよう住宅用火災警報器
１０年経ったら取り替えましょう！

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
使
用
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
燃
料
や
そ
の
ほ
か

ス
プ
レ
ー
缶
の
噴
射
剤
は
、
非
常
に
燃

え
や
す
い
性
質
で
あ
る
た
め
、
取
り
扱

い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
火
災
事
例

▼
使
用
済
み
の
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜

き
を
室
内
で
行
っ
た
際
、
換
気
が
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
近
く
で
使
用

し
て
い
た
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
火
が
引
火

し
て
火
災
と
な
っ
た
。

▼
風
呂
場
の
虫
を
退
治
し
よ
う
と
、
殺

虫
剤
を
噴
射
し
た
後
、
十
分
に
換
気

せ
ず
に
風
呂
釜
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

た
た
め
、
風
呂
場
に
滞
留
し
て
い
た

ガ
ス
に
引
火
し
て
火
災
と
な
っ
た
。

▼
ガ
ス
抜
き
せ
ず
に
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
廃
棄
し
た
と
こ
ろ
、
ご
み
収
集
車

の
荷
台
の
中
で
他
の
ご
み
と
と
も
に

圧
縮
さ
れ
、
中
身
の
可
燃
性
ガ
ス
が

漏
れ
た
た
め
、
火
花
に
よ
っ
て
引
火

し
火
災
と
な
っ
た
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
取
り
扱
い

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
原
因
の
火
災
や

事
故
の
多
く
は
、
誤
っ
た
取
扱
方
法
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
取

り
扱
う
時
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
や
自
動
車

内
な
ど
、
高
温
に
な
る
場
所
に
は
置

か
な
い
。

▼
本
来
の
用
途
以
外
に
使
用
し
な
い
。

▼
ス
プ
レ
ー
缶
の
大
半
は
、
可
燃
性
ガ

ス
を
噴
射
剤
に
使
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
使
用
す
る
前
に
は
注
意
書
き

を
確
認
し
、
注
意
事
項
を
守
る
。

︿
廃
棄
す
る
と
き
は
﹀

①
中
身
を
使
い
切
る
。

②
専
用
の
器
具
で
穴
を
開
け
る
。

③
穴
を
開
け
よ
う
と
、
勢
い
よ
く
釘
を

刺
し
た
り
、
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
た

り
し
な
い
（
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
）。

④
作
業
は
ガ
ス
を
出
し
切
っ
て
か
ら
、

近
く
に
火
気
が
な
い
風
通
し
の
良
い

屋
外
で
行
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９

４
２
７
番

消防団に入団しませんか？あなたの力が必要です

▲穴あけは中身を使い切っ
た後に風通しの良い場所
で行ってください。

　消防団は、その動員力と地元に密着した即応力の高さ
から、地域の安心・安全、防災の要として欠かすことの
できない存在となっています。多様な職業、幅広い年齢
層の団員によって構成され、一致団結して活動する組織
であり、災害防除のほかにも人間形成の構築など、さま
ざまな経験と技能を積むことができます。
　しかし、就業形態や生活様式の変化などから、新たな
消防団員の確保が地域によって難しくなってきていま
す。消防団員が不足すると、地域防災力の低下につなが
ります。地域に最も密着した防災組織である消防団に、
多くの人が入団していただきますようお願いします。
女性消防団員も募集しています
　災害への対応のほか、広報活動、予防指導、災害時要
援護者対策などの部門で、女性消防団員の活躍が期待さ
れています。
　彦根市の女性消防団制度（ヒコネサンフラワーズ）は、県
下で最も古く、昭和 63 年に女性ならではのきめ細か
な活動と消防団の活性化を図るため採用されました。
　全国では約２万５千人の女性消防団員が活躍し

ており、年々増加傾向にある一方、市の女性消防団員数
は、横ばい状態が続いています。消防団活動のさらなる
活性化のため、多くの女性に入団していただきますよう
お願いします。
学生も入団できます
　大学生などの若い人材が必要です。市では、「彦根市
学生消防団活動認証制度」を導入しており、就職活動時
に自己 PR などで活用できる証明書を発行しています。
学生の皆さんの入団をお待ちしています。
消防団の主な活動
▶火災等での災害現場活動▶火災予防などの広報活動
▶消火訓練、救命講習などの各種訓練▶防火訓練指導
＜彦根市消防団任用資格＞
次の①から③に該当すれば入団可能です。
①市内に居住または勤務する者② 18 歳以上③団の職
務の遂行に堪え得る心身を有すると認められる者

問い合わせ先　 消防本部消防総務課
　☎ 22-0314、FAX22-9427

ス
プ
レ
ー
缶  

な
ど
の
取
り
扱
い
に
注
意
！
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違反対象物公表制度　4 月 1 日運用開始
詳しくは彦根市ホームページをご覧ください

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

①自立支援相談事業
　経済的に困っている人の相談に応じ、相談者が抱え
る課題を見つけ、解決に向けた支援計画を立てます。仕
事がなかなか見つからない人の求職活動も支援します。
②住居確保給付金
　離職などの理由で、住居（寮など）を失う、またはそ
の恐れのある人に、安定した就職先が見つかるまでの
間、期限付きで家賃相当額を支給します（※）。
③就労準備支援事業
　長期間引きこもりがちなどの理由で、就労すること
に不安がある人に、規則正しい生活習慣と社会的能力
を取り戻すため、農作業体験や就労体験を行います。
④一時生活支援事業　

　住居のない人に、一定期間宿泊場所や食べ物の提供
と就労支援を行い、早期自立を目指します（※）。
⑤家計相談支援事業
　借金問題を抱えている、滞納金がある、収入よりも
支出が多いといった人などに、家計管理ができるよう
アドバイスを行い、再び生活が困窮しないようお手伝
いします。
⑥学力向上支援事業
　①で相談を受ける世帯の中で、勉強に不安を抱える
中学生を対象に学習支援をします。小学生から高校生
までの勉強以外の悩み相談にも対応します。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
日
々
の
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
相
談
に

応
じ
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。
市
で
は
、
下
記
の

と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

なかなか仕事が
見つからない

家族が引きこもり
がちで心配

収入が少なく家賃
が払えない

住むところがなく
なってしまった

借金が多くて生活
が苦しい

問い合わせ先　 社会福祉課自立支援係☎ 23-9590、FAX26-1768

まずはご相談ください！

ボランティア活動の推進
　活動をしたい人への講座の開
催や相談受付、ニーズに応じた
マッチングを実施しています。
ボランティアグループや活動者
同士の情報共有や関係づくりを
行うための交流会も行っていま
す。
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＜自治会向け＞

地域見守り合い活動の助成
　自治会単位で「見守り合い活
動（地域サロンや見守り訪問など）」
に取り組む中で、「振り返り会
議（地域の困りごとや課題を共有し
解決に向けて話し合う会議）」を実
施する場合、それらの活動を推
進するための助成を実施して
います。

＜事業所向け＞

地域見守り合い活動協定の締結
　事業所が配達や訪問をする中
で、地域の異変などに気づき、早
期に関係機関へつなぎ、孤独死
や虐待、消費者被害などを未然
に防ぐことを目的に、市内の協
力事業所との協定締結を実施し
ています。

問い合わせ先　彦根市社会福祉協議会地域づくりボランティアセンター☎ 22-2821、FAX22-2841

　市では、彦根市社会福祉協議会と協力し、地域共生社会の実現に向けたさまざまな取り組みを
行っています。少しでも興味を持った人は、ボランティアセンターまでお問い合わせください。

(※ )一定の要件があります。


